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II. 冠装着実験:健全歯肉を有する成犬 (38頭)の上顎左右P2 • P 3 を対象とし，金属焼付ポーセレン
冠(以下PFM冠と記す)と，その構成成分であるポーセレンと金属の歯肉に対する材料的影響を検
討するために，カラーレス金属焼付ポーセレン冠(以下P冠と記す)と焼付用金合金を用いた全部鋳


























との表面性状の差異に基づくものと考えられる。 5. PFM冠， P 冠， M冠を装着した場合の歯肉に
ついて比較すると，観察中期におけるM冠の場合には，他 2 者よりもやや強い炎症がみられたが，そ
の他は類似した肉眼的，組織学的所見が認められた。すなわち，まず，冠の歯頚辺縁部に相当する歯
肉に限局して，表層部上皮細胞の膨化，変性および直下結合組織中に軽度の炎症性細胞浸潤が認めら
れ，その後，冠に酎妻子委していた歯肉全体に慢性の炎症性変化亦持続して認められた。これを要するに，
まず冠の適合状態に基づく機械的刺激により，歯頚辺縁部に相当する歯肉に炎症がひきおこされ，そ
の後引き続いて，付着物などによる化学的刺激も加わり，冠に接する歯肉全体に炎症が波及すると考
えられる。
以上のことから，金属焼付ポーセレン冠装着に伴う歯肉への影響をなくするためには，歯頚辺縁
部における冠の適合状態の改善が最も必要であり，あわせてプラーク・コントロールの重要性が示唆
された。
つ白ワ白
論文の審査結果の要旨
本研究は，従来解明されていなかった，金属焼付ポーセレン冠の歯肉に対する影響について，実験
的に検索したものである。研究の結果 当該冠に接する歯肉に限局して慢性の炎症性変化がむきるこ
とが判明した。それには，使用した焼付用金合金の材質的な為害作用はみられず，冠の歯頚辺縁部に
おける適合不良と関連して，冠辺縁部を構成する金属の表面性状ならびに装着に用いたりん酸亜鉛セ
メント層の粗槌面に基づく影響が存在することが明らかにされた。これらは，金属焼付ポーセレン冠
の歯頚辺縁部にわける問題点の実態をはじめて明らかにし，このものの改善を推進するための手掛り
を与えた臨床上重要な知見であって 本研究は価値ある業績である。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
